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川崎市議会議員　矢沢たかお
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～３期目スタートの一年～



　昨年、令和5年4月に行われた第20回統一地方選挙において、３期目の当選を果
たす事が出来ました。引き続き、わかりやすい市政と積極的な情報発信に努めて
まいります。 

　今回の報告資料では、今回選挙で掲げた公約に対する取組状況を記載し、従来
からの宮前区３大事業に新たに「北部市場リニューアル」を加え、４大事業と改
め、地域の諸課題への取組と共に更新致しました。 

　本来であれば、市政に対する様々なご意見やご要望を伺う機会としても報告会
を開催したいところですが、昨年同様、活動報告資料等を以てかえさせて頂きま
すので、お忙しい中恐縮ではありますが、ご一読頂ければ幸いです。 

　今後も「謙虚に 丁寧に 前向きに」を信条に取り組んで参りますので、変わらぬ
ご指導ご鞭撻の程どうぞ宜しくお願い致します。
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多子世帯支援の充実
子どもの近視予防対策の充実
自然豊かな広場や公園づくり
ボール遊びが出来る地域
環境づくり

横浜市営地下鉄3号線延伸
を見据えた交通渋滞対策
区内都市計画道路の推進
大規模災害時に物資供給拠点
となる北部市場の再整備

介護予防・認知症対策の推進
都市農業施策の推進　
歯科口腔保健の充実
(鷺沼駅再開発)交通渋滞
対策と災害対策の充実

市唯一の国史跡指定・
橘樹官衙遺跡群を活かした
地域づくり
地域文化財のPRと教育現場
での地域学習の充実

伊藤忠テクノソリューションズ（株）入社
川崎市議会選挙(宮前区) 二期目当選
健康福祉委員会委員長    自民党川崎市議団副団長
自民党川崎市連政調会長代理

現　  在

前回公約に対する検証も！
選挙公報だけじゃわからない
 「 公 約・政策 」はこちら から！

子育て世帯が安心して
住み続けられるまちづくり

交通利便性と大規模災害
に対する防災・減災の取組

の持てる へと

お年寄りや障がい者が
元気に活躍できる環境づくり

教育の充実と地域の文化・
歴史に触れる機会をつくる

たちばなかんがいせきぐん
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１．３期目公約について

新聞広報 法定個人ビラ（表面） 法定個人ビラ（裏面）

今回（2023年4月）選挙における公約資料

37

昭和60年8月28日 宮前区初山生まれ 
A型 /乙女座 /丑年
菅生中学卒業 / 法政二高卒業 / 法政大
学情報科学部卒業

平成 20年 
平成 26年  
平成 31年 
令和5 年現在

伊藤忠テクノソリューションズ（株）入社
政治活動に専念するために同社を退社
川崎市議会選挙(宮前区) 二期目当選
健康福祉委員会委員長
自民党川崎市議団副団長
自民党川崎市連政調会長代理

　　　　　川崎市幼稚園父母の会連合会会長
　　　　　宮前区剣道連盟 理事
　　　　　宮前区少年野球連盟 顧問
　　　　　宮前区ゲートボール協会 相談役
　　　　　神奈川県住建協会川崎北支部 顧問
自衛隊募集相談員 顧問
川崎市空調衛生工業会 顧問
川崎葬祭具協同組合 顧問
川崎市造園建設業協同組合 顧問

剣 道 四 段
(現在、五段
に 向 け て

修行中！) 空手 二
段 / 書道 毛筆三段
/硬筆二段

地域の声を議会に 緊急事態も
地域に寄り沿う
新型コロナ禍、いち早く補助制度
一覧を作成し配布する他、行政に
対するマスク寄附の橋渡しなど、
地域で出来る事を積極的に実施

　要望の多いボール遊びが気軽にできる環境。特に迷惑施設として捉えられ
がちな、バスケットゴールの設置について、議会で初めて推進してきた結果、
2022年10月鷺沼公園に宮前区初のバスケットゴールが実現！
また、他区と比べ不足していた野球場。川崎硬式野球協議会と連携し、多摩川河
川敷「北見方第一・第二球場」を宮前区軟式野球団体が利用できる軟式野球場に !!
　向丘地区の核としての出張所機能の強化を議会で提言！結果、2022年
4月「向丘出張所の今後の活用に関する方針」が策定され、庁内木質化や
図書館機能など様々な施策が実現！今後更なる機能強化が進みます！
　議会で初めて、学校給食の全校統一献立における市内産農産物の利用を
提言。以降、積極利用が進み、令和4年実績で購入数量約 21トン、購入金額
650万円超まで拡大！将来的には、有機農産物の活用も視野に活動を展開。

毎年実施の市政報告会。コロナ禍
で出来なかった年は、Youtube
動画にて報告会を実施

毎定例会後、２期８年間で２８回
発行！配布枚数計９８万枚

２ヶ月毎に市政報告を掲載
２期８年間で４４回発行！

区内スポーツ環境の充実!!
初バスケットゴール設置と新たな野球場

地域交流機能・行政機能の充実

食農教育と都市農業の充実

向丘出張所の機能強化!!

学校給食×市内産野菜!!

これからのカワサキこれからのカワサキ

多子世帯支援の充実
子どもの近視予防対策の充実
自然豊かな広場や公園づくり
ボール遊びが出来る地域環境
づくり

介護予防・認知症対策の推進
都市農業施策の推進　
歯科口腔保健の充実
(鷺沼駅再開発)交通渋滞
対策と災害対策の充実

市唯一の国史跡指定・
橘樹官衙遺跡群を活かし
た地域づくり
地域文化財のPRと教育現場
での地域学習の充実

横浜市営地下鉄3号線延伸を
見据えた交通渋滞対策
区内都市計画道路の推進
大規模災害時に物資供給拠点
となる北部市場の再整備

子育て世帯が
安心して住み
続けられる
まちづくり

交通利便性と
大規模災害に
対する防災・
減災の取組

お年寄りや
障がい者が

元気に活躍できる
環境づくり

教育の充実と
地域の文化・
歴史に触れる
機会をつくる

たちばなかんがいせきぐん
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１．３期目公約について

子育て世帯が安心して住み続けられるまちづくり
達成度取組状況

（任期終了前に評価）
　同じ子育て世帯から頂戴した相談がきっかけで、
令和3年から議会で本市の多子世帯支援の取組が遅
れている問題を取り上げる。その後継続して、会派
としても要望を続け、その拡充の方向性が昨年9月
市長から示される。本年4月から認可保育所や認定
こども園等の保育料について、きょうだいの年齢制
限や所得制限を撤廃された。

　小児の近視有病率増加の原因として、スマート
フォンをはじめとしたデジタルデバイスの使用環境
があると考えられている。令和4年から川崎市眼科
医会からの提言を受け、スクリーンタイム制限設定
の推奨等に加え、斜視や弱視の早期発見を目的とし
たSVS（スポットビジョンクリーナー）導入を掲
げ、令和5年度川崎市全区に配備が完了。現在、3歳
児眼科検診で使われている。全国的にも進んだ取組
となった。
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１．３期目公約について

子育て世帯が安心して住み続けられるまちづくり
取組状況 達成度

（任期終了前に評価）

　当方議会質問等を経て、「特別緑地保全地区」に
ついて、保全緑地の利活用と健全な樹林地環境の保
全の好循環の創出に向け、王禅寺四ツ田緑地をモデ
ル地区として令和4年度に取組がスタートする等、
一定の成果は出ているが、市街地公園の数・面積共
に十分ではない為、今後も取組が必要。

　市内114ある小学校校庭の平日放課後や土日等を開
放する「みんなの校庭プロジェクト」。令和4年度は
全区でモデル校を１校ずつ設置し、令和5年度は準備
が整った学校から開放を推進。令和6年度では「わく
わくプラザ」事業と連携し、全校校庭開放を予定。 
　バスケットボール環境や野球が出来る環境整備も順
次拡大に向け取組中。
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１．３期目公約について

取組状況 達成度

交通利便性と大規模災害に対する防災減災の取組 

２２頁参照

２３頁参照

（任期終了前に評価）
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１．３期目公約について

交通利便性と大規模災害に対する防災減災の取組 

取組状況 達成度

２０頁参照
（任期終了前に評価）
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１．３期目公約について

お年寄りや障がい者が元気に活躍できる環境づくり 

取組状況 達成度

２５頁参照

　市内では、認知症に関する専門医療相談窓
口となる「認知症疾患医療センター」を積極
的に開設。市立川崎病院、日本医科大学武蔵
小杉病院、聖マリアンナ医科大学病院、かわ
さき記念病院、令和４年時点で４センターと
なった。一方で、相談までに時間がかかると
いった課題もあり、今後改善が必要。

（任期終了前に評価）
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１．３期目公約について

お年寄りや障がい者が元気に活躍できる環境づくり 
取組状況 達成度

１８頁参照
（任期終了前に評価）

　自民党川崎市連の公約にも掲げ、推進している
「市内小中学校でのフッ化物洗口の導入」につい
て、令和5年度では一部学校にて洗口液配布の取組
が行われ、効果検証が実施されることになった。 
　検証結果をしっかり分析し、全校導入に向け推進
をしていく予定。
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１．３期目公約について

教育の充実と、地域の文化・歴史に触れる機会をつくる 

取組状況 達成度
　本年3月「川崎市文化財保存活用地域計画」が策
定され、国史跡橘樹官衙遺跡群の史跡調査・整備・
活用が引き続き掲げられている。 
　昨年には、全国初となる飛鳥時代の倉庫を復元が
完成。本年川崎市制100周年を迎える中で、本年に
は「たちばな古代の丘緑地」を歴史公園にし、リ
ニューアルオープン式典やシンポジウム等の事業が
行われる予定。

（任期終了前に評価）

　本年2月、「（仮称）新たなミュージアムに関す
る基本計画」策定に向けた検討状況について（中間
報告）」が公表された。 
　令和元年東日本台風で水没してしまった市民
ミュージアムに代わり、「新しい美術館・博物館」
設置に向けた検討が、生田緑地ばら苑隣接区域を候
補地とし、専門家との懇談会や市民ワークショップ
等を通じて議論・検討を深めている状況。　　
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積極的な情報発信の取組について
わかりやすい市政と

①　毎定例議会後「矢沢たかおNEWS」の発行
▶　現在Vol.32まで発行
　   発行配布枚数　計107.5万枚

③　インターネット活用
▶　HP更新回数　772記事掲載

▶　SNS発信回数　Twitter 2620投稿（ほぼ毎日）　
　   アクセス数　年間約1.6万回

②　タウンニュース掲載・新聞等
▶　現在Vol.48まで掲載
▶　新聞掲載　計2回（神奈川新聞等）



【議会活動】令和5年度は総務委員会に所属 【政党活動】政調会長代理として
自民党市連勉強会を年4回で企画実施

【後援会活動】４年振りの開催となった
賀詞交歓会。後援会バス旅行も実施。

【団体活動】川崎市幼稚園父母の会連合会会長
として市長への要望活動等、各団体活動も実施

【政党活動】自民党宮前区連合支部として、令
和６年能登半島地震被災地支援活動を実施

【議員活動】矢沢たかおNEWSをはじめ、各種
媒体、駅頭市政報告などを実施 14
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３．地域の諸課題への取組状況



◯ヨネッティー王禅寺付近における駅周辺まち
づくりの方向性 
→ 駅周辺まちづくりの活性化が重要。地域資源
を活かしつつ、将来のまちづくりを議論する機
会の創出に努めます。

◯公共交通ネットワークの充実 
→ 新駅予定地へのアクセス性は非常に重要な課
題。バス路線の充実は勿論、駅に至るまでの交
通渋滞対策が重要であり、道路改良・交差点改
良など、総合的な改善に取り組んで参ります。

◯環境影響評価手続の着手に向けての準備を進める。今後、国や関係者
との協議・調整を進めるとともに、環境影響評価や都市計画、鉄道事業
法等の手続を経て、早期の事業着手を目指す。 

横浜市営地下鉄３号線延伸 
取組状況について

• 平成26年度　    事業化に向けた基礎調査を実施

　　　　　　　～　中略　～

• 令和元年8月　  向丘地区連合自治会、東側ルート選定の対市要望を提出

• 令和元年9月　  意見募集実施（意見提出104通、意見件数261件）

• 令和元年10月　宮前区選出議員団、東側ルート選定の対市要望を提出

• 令和元年11月　川崎市側の概略ルート等についての基本的な考え方を公表

• 令和2年1月　　概略ルート・駅位置についての公表（東側ルート決定）

• 令和2年度　　  横浜市による川崎市域内の土質調査実施（6箇所）　

• 令和3年度　　  横浜市による川崎市域内の土質調査実施（3箇所）

• 令和4年度　　  横浜市による川崎市域内の土質調査実施（5箇所）、具体化に向けた検討の深度化

こ
れ
ま
で
の
経
過

整備区間 あざみ野～嶮山付近～すすき野付近～川崎
市中間駅～新百合ヶ丘

整備延長 約６.５km

概算事業費 約１.７２０億円

ルート・駅位置 新設４駅（川崎・東側ルート）

事業主体 横浜市交通局

開業 令和１２年開業目標

川崎市中間駅 ヨネッティー王禅寺付近

事 業 概 要 今後の課題

宮前区選出議員団の代表
幹事として、東側ルート
選定に関する要望書を取
りまとめ市長に提出

環 
境 
影 
響 
評 
価 
手 
続

都 
市 
計 
画 
手 
続

鉄 
道 
事 
業 
法 
手 
続 
等

ル 
｜ 
ト 
選 
定
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北部市場

鷺沼再開発
向ケ丘遊園

横浜地下鉄

取組報告



◯令和5年8月公表！昭和大学新キャンパス 
→駅近くにある日本精工グラウンド跡地（面
積約3.6ヘクタール）に、昭和大学が鷺沼校地
として新キャンパスを整備する計画を公表。

　昭和大学の学生のうち、医、歯、薬学部な
ど約2千人の学生が通う想定です。宮前区全体
の魅力向上に資する都市機能の導入や、周囲
の住環境に配慮した景観形成等、地域と共生
するキャンパスづくりを掲げた計画です。

　予定では、令和6年度着工、令和8年度竣工
という整備計画となっています。

【議会での質問実績】 
• 令和元年6月　    第3回定例会、公共機能移転に伴う課題の解消に向けた質疑・要望

• 令和2年6月　　  第4回定例会、新しい宮前市民館・図書館に関する質疑・要望

• 令和3年6月　　  第2回定例会、向丘出張所の機能強化に向けた質疑・要望　

【経緯および当初の事業スケジュール】 
・平成29年8月　　鷺沼駅前再開発準備組合設立

・令和元年8月　　環境アセスメント手続き着手

・令和2年度　　　都市計画決定（延期）

・令和3年度　　　工事着手（延期）

・令和7～8年頃　  駅前街区竣工（延期）


鷺沼駅周辺再開発の状況 
課題点の解消に向けて

議
会
質
問
と
経
緯

◯新しい宮前市民館・図書館 
→令和2年8月基本方針策定。全9回に渡って実施した新施設について考
える市民ワークショップが終了。全体スケジュールに合わせ、令和7年
度までに管理運営計画策定及び基本・実施設計策定見込み 
◯公共交通ネットワークの充実 
→ 拡大する交通広場を活用し、市バス路線の充実を図る 
◯現区役所等施設用地の基本計画 
→ 令和9～10年度までに基本計画策定を目標 
◯地域バランスを考慮した向丘出張所機能の在り方検討 
→ 令和4年2月「出張所の活用方針」を策定（次頁参照）

今後の課題や検討事項昭和大学新校舎の整備

現在

【事業検証に伴う全体スケジュールの変更】 
・令和4年11月　　事業検証結果を公表 

・令和5年9月　　  都市計画決定 

・令和6年度　　　実施設計・駅前街区工事着手 

　駅前街区完成予定：令和9～10年度 

　北街区完成予定　：令和12～14年度

ポストコロナ社会 
を見据えた事業検証
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鷺沼駅前地区再開発事業の検証結果および今後の市の取組方針等について

・従前の開発コンセプト等は踏まえつつ、施設計画に検証結果を反映させ、新たな社会ニーズ等にも対応
した、市民が安心・快適に利用できる施設の実現を目指します。
・駅・駅前広場・周辺市街地を一体的に捉えた魅力的な「駅まち空間」の実現や、線路を挟んだ南北のまち
の一体感の醸成、拡充した駅前広場の積極的な活用に向けて、引き続き、関係者との調整等を行います。
・災害時の広場活用等の防災への取組や、再生可能エネルギー導入等の環境負荷軽減の取組など、
引き続き、持続可能なまちづくりに向けた検討を行います。
・社会状況の変化を踏まえつつ、組合設立認可に向けて事業計画全体の深度化を行います。

（３）今後の事業推進について

（１）２０２０年アセス準備書時点からの具体的な変更点
３ 準備組合による検証結果 (令和4（2022）年11月)

（２）イメージパース

＜主要な変更箇所＞
① 市民館のホールを大ホールと小ホールの2ホール構成とし、小ホールを北街区に配置する
ことで生み出された余剰空間を使い、より開放的で街に開いたステップテラスを設置する
とともに駅前広場を拡充します。

② 新たなライフスタイル・職住近接のニーズの実現、商業・公共用途を組み合わせたボーダ
レスな利用を目指し、駅前街区に「働く機能」（ワークプレイス）を導入します。

③ 駅前街区と北街区の回遊性を高め、両街区の公共機能の更なる連携を図るために、街区間
デッキを設置します。

④ まちの顔となり、周辺地域や下層階のテラスと視線が繋がり人の活動が見える空間を目指
して、駅前街区の大ホールのホワイエ位置を南側に変更します。

⑤ 駅から周辺市街地や鷺沼36号線へ抜け、連続的な賑わいを形成する貫通通路を設置します。

開放

（４）スケジュール（予定）
・再検証期間を踏まえて事業スケジュールを精査します。
・駅前街区R9～10年度、北街区R12～R14年度の供用開始に向け、関連手続きを再開していきます。
・引き続き、早期着手・早期効果発現に向けて、事業スケジュールの短縮化についても検討します。

R4年度 R5 R6 R9～10 R12～14

アセス・都市
計画手続き

都市計画決定▼

実施設計等 駅前街区工事 北街区工事

▼組合設立

検証

▼権利変換認可

鳥瞰パース（今回）鳥瞰パース（変更前：2020年6月
環境アセスメント準備書より）

駅前空間イメージ鷺沼36号線側低層部イメージ

※準備組合報告資料から抜粋

広場 駅まち空間 オープンスペース 緑化

職住 境界

流動 境界

開放 境界

流動 開放

ウォーカブル 防災

オープンスペース

ウォーカブル 駅まち空間

小ホール

大ホール

商業・業務

住宅

住宅

駅前広場 市民館・
図書館

商業 交
通
広
場

区役所

①２ホール構成

②「働く機能」導入

④まちに開いたホワイエ

③街区間デッキ設置に
よる回遊性の向上

①駅前広場を拡充

①ステップテラスの設置
⑤まちへ抜ける貫通通路に
よる連続的な賑わいの形成

ホ
ワ
イ
エ

※検討中イメージのため、他図面資料等と異なる箇所があります。

北部市場

鷺沼再開発
向ケ丘遊園

横浜地下鉄

取組報告

学生数約 2,000 人を想定する昭和大学鷺沼校地新キャンパス



地域バランスを考慮した 
向丘出張所機能強化に向けて

令和5年　出張所トイレの快適化が完了

　平成３１年（２０１９年）３月に「鷺沼駅周辺再編整備に伴う公共機能に関する基本
方針」が策定されました。この基本方針の中で、向丘出張所については、地域バランス
を考慮した区全体の機能向上という観点や、地域包括ケアシステムの構築に向けた取
組、コミュニティ施策に関する取組など、地域と共に地域ニーズや課題を把握・整理し、
機能の在り方を検討する事としていました。 
　この位置付けを踏まえ、これまで地域活動団体ヒアリングやワークショップ形式の意
見交換会の開催等の取組を実施。令和4年2月に「宮前区役所向丘出張所の今後の活用
に関する方針」が策定されました。現在、この方針に基づき施策が進んでいます。

これ
まで
の経
過

今後の活用方針について
　活用方針では、これまでの地域からの
意見を踏まえ、基本的な考え方「多世代
が気軽に立ち寄り、人や活動がつながる
向丘地区の核となる出張所」として、８
つの求められる機能を定め、各機能と取
組が示されています。 
　取組スケジュールは、短期(令和4～5
年)、中期(令和6～7年)、長期(令和8年～）
に分類し進めていく事となっています。 
　令和4年度では、出張所内に「図書コー
ナーの設置」、「庁舎１階部の木質化」
などいくつかの施策が進んでいます。

木質化後の出張所では日々様々なイベントが行われ
いる（本の読み聞かせイベントの様子）

18

　出張所の木質化、図書コーナーの設置、トイレ
の快適化など、人が集い活動がつながる環境整備
が進んでいる中、今後の課題としては、ICTを活
用した業務手続き支援や相談機能の充実が求めら
れています。 
　マイナンバーカードの普及により、証明書発行
については、既にコンビニ等による発行件数が出
張所を上回っている状況です。 
　活用方針においても、中長期の取組として掲げ
られているものであり、出張所に行けば様々な相
談や業務手続き支援が受けられる仕組みを進めて
いきたいと考えています。

今後の活用方針について

北部市場

鷺沼再開発
向ケ丘遊園

横浜地下鉄

取組報告
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向ケ丘遊園跡地再開発の状況 
引き続き事業検証期間中 

・平成14年3月　向ケ丘遊園・閉園

・平成16年11月  小田急電鉄・川崎市「向ケ丘遊園跡地に関する基本合意書」を締結

・平成19年1月　基本計画発表(集合住宅850戸)※平成20年12月計画見直し発表

・平成22年3月　基本計画発表(一戸建て60戸、集合住宅160戸)※平成26年4月見直し発表

・平成29年5月　小田急電鉄による向ケ丘遊園跡地での温泉掘削許可申請

・平成30年7月　小田急電鉄による向ケ丘遊園跡地利用に関する方向性発表

・平成30年12月  環境影響評価（環境アセスメント）手続きが始まる

・令和2年7月　  条例見解書公告・縦覧、条例公聴会

・令和2年度中　都市計画法第32条・管理者協議

・令和3年度（延期）　工事着手（小田急事業計画） 

こ
れ
ま
で
の
経
過

●　生活環境
・隣接する住宅地への騒音や夜間の照明による影響
・商業施設や温浴施設の具体的な内容や営業時間
●　緑化計画
・生物多様性に留意した緑化計画
●　交通・アクセス
・計画上主要出入り口となる府中街道沿いの交通混雑への配慮

現状の課題、地域からの要望について

事業計画の精査・調整について市からの状況確認が必要

�

ポストコロナ社会 
を見据えた事業検証

令和3年7月小田急電鉄がポストコロナ社会を見
据えた事業計画の精査・調整を行う旨市に報告。

現在

北部市場

鷺沼再開発
向ケ丘遊園

横浜地下鉄

取組報告



７ 市場機能連携エリア(余剰地)の活用に当たっての考え方

(1) 市場機能連携エリア(余剰地)の活用に係る基本的考え方

(2) 市場機能連携エリアの活用コンセプト
市場機能連携エリアの活用用途については、『市場の機能強化・取扱量増加が図れる機能、地域の価値向上に繋がる機能、「交通利便性の高い立地特性」を活かす機能』等から

絞込みを行った上で、以下の具体的留意点を踏まえ、その方向性を決定した。

ア 「食品流通・加工・配送センター」など、従来の卸売市場の延⾧線上の使い方を基本とした市場機能及び災害時支援物資拠点機能の強化
イ 卸売市場ならではの特色ある買い物・食事が楽しめる施設、食文化の発展・継承を行う施設等による地域の価値向上
ウ 中継機能（ハブ機能）等の充実による食品流通ネットワークの強化
これらの活用に際しては、周辺地域への交通等の影響を踏まえるとともに、状況に応じた交通対策の検討を行う

機能更新に当たっては、卸売市場本体の機能強化に加え、市場規模適正化の結果生じた余剰地を「市
場機能連携エリア」として活用し、機能更新の課題としている「食品流通拠点としての機能の強化」、「卸売
市場事業特別会計の健全化・持続化」に加え、経営プランの施策である「市民に親しまれる市場化の推
進」、「市場用地への新規機能の導入」等への対応を図る。
① 市場機能連携エリアの活用に係る基本的な考え方
• 卸売市場との相乗効果を生み出す機能を導入し、卸売市場エリアと一体的な拠点とすることで、食品流

通に求められる機能の変化に柔軟に対応するとともに、東名高速道路のICに近接する立地特性を活か
し、全国の産地等と川崎市をはじめとした首都圏との結節点となるハブ機能(※)を充実することで、『首都
圏における広域的食品流通の拠点』としての機能の底上げや地域に根ざした市場の活性化を図る。

② 市場機能連携エリアの活用手法
• 民間事業者へ貸し出し、市の定める活用コンセプトに沿った上で、民間事業者の創意工夫を活用した土

地利用を行うとともに、貸付料を得ることで卸売市場事業特別会計の健全化・持続化を図る。

【活用コンセプトの検討に係る具体的留意点】
① 首都圏内かつ住宅地・商業地に近接しており、荷が実需者に届くまでのリードタイムが短いという立地特性を活かし、食品の流通加工・販

売・冷蔵冷凍・保管配送機能等の強化を図るとともに、市場内事業者との取引・業務連携による取扱量増加を図る
② 食を通じた地域との交流促進、食文化の発展・継承など、卸売市場の特徴を活かし、地域の価値向上と市場の活性化を図る
③ 東名川崎ICとの近接により、西日本と首都圏の結節点(中継地点)としての適地であるという立地特性を活かして『ハブ機能』等を充実し、

食品流通ネットワークの強化及び運送業者の労働環境改善等を図る
④ 卸売市場施設と互換性のある施設を誘致することで、需要変動による市場施設規模の過不足への対応や災害時における支援物資拠点と

しての活用、災害等で市場施設が使用不可となった際の代替利用を可能とする
⑤ 発生交通量の抑制やピークタイムの分散など、一定程度交通需要の調整が可能な機能とする

活用コンセプト

※ 市場機能連携エリアの全てを上記①～⑤の留意点に即した使い方に限定するものではなく、あくまで基本的な活用の方向性とするもの。

川崎市中央卸売市場北部市場機能更新に係る基本計画(案) 【概要版】

(※)ハブ機能…貨物をある拠点に集中させ、そこで仕分け等を行い各拠点に分散させる輸送上の機能のこと。ハブ機能を有効活用することで、産地等からの輸送ロットを大きくしたり、輸送者の引継ぎが可能となり、輸送効率の面で有利となる。

7
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北部市場の機能更新 
基本計画の策定が完了！！

議
会
質
問
と
経
過

【議会での質問実績】 
• 平成30年3月　 第1回定例会、予算審査特別委員会にて経営プラン改定要望

• 平成31年3月　 第1回定例会、市卸売市場経営プラン骨子案について質問

• 令和2年3月　　第1回定例会、北部市場施設老朽化対策等について質問・要望

【市の取り組み状況】 
・  平成27年度　　川崎市卸売市場経営プラン策定（今後10年間の方向性）

・  平成30年6月　 国において大幅な規制緩和を伴う改正卸売市場法が成立

・   令和元年6月　  川崎市卸売市場経営プラン改訂版を公表

・   令和2年9月～12月　  北部市場の機能更新に関するサウンディング型市場調査

・   令和3年11月＆令和4年9月　 北部市場機能更新に関する基本計画策定の延期が発表 
・   令和6年3月　「川崎市中央卸売市場北部市場機能更新に係る基本計画」策定　

リニューアルの必要性について
　北部市場は、市域を中心とした食の安定供給
に貢献してきましたが、開場から41年が経過。
施設老朽化に対応し、社会経済環境の変化に対
応した機能強化を図るため、全体的な機能の更
新が必要となっています。加えて、厳しい市の
財政状況にあることを踏まえ、機能更新を契機
とした維持管理・運営の効率化や卸売市場事業
特別会計の健全化による持続可能な運営構造へ
の転換が求められています。

矢沢
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北部市場

鷺沼再開発
向ケ丘遊園

横浜地下鉄

取組報告

北部市場協会賀詞交歓会での挨拶の様子

北部市場で行われた「食彩祭り」の様子

基本計画の内容について
　2度の基本計画策定の延期を経て、令
和6年3月に策定された基本計画。現在あ
る市場を複層化＆コンパクト化すること
で余剰地を創出し、効果的に活用するこ
とで市場全体の活性化と市場会計の健全
化の両立を目指しています。 
　令和6年度に整備事業者の公募・選定
を予定。全体スケジュールを極力、短縮
出来るよう事業を推進していきます。 ※約17万㎡ある北部市場の敷地活用イメージ



１．３期目公約について

２．宮前区に係る３事業の状況

目次
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３．地域の諸課題への取組状況

２．宮前区に係る４大事業の状況



向丘出張所バス停

具体的スケジュール未定 
だが、早期実現を目指す

市バス・交通渋滞対策 
野川柿生線(溝口方面行き等)

【議会での質問実績】 
• 平成29年6月　第2回定例会において、向丘地区の交通渋滞対策を質問

• 令和2年9月　  決算審査特別委員会まちづくり分科会にて質問・要望　

【市の取り組み状況】 
・平成30年3月「都市計画道路網の見直し方針の改定」にて、野川柿生線溝口方面が道路改良 
　モデル路線に認定。バスベイ（バス避け）設置や交差点改良の計画が位置付けられる。 
・令和元年度  向丘出張所バス停及び向丘中学校下バス停へのバスベイ設置基本設計実施。

・令和2年度　向丘中学校下バス停へのバスベイ設置に関する詳細設計予定　 

・令和4年度　向丘中学校下バス停へのバスベイ設置及びバス停の移設完了予定

　 
　向丘中学校下バス停（高架下）は、バスベイ設置が令
和4年中に工事完了を予定しています。神木本町交差点付
近、向丘中学校下バス停は、高架下公園付近に移設し、
同時にバスベイを設置する計画です。 
　向丘出張所については、バスベイ設置、バス停移設に
より失われてしまう駐車スペース代替地の検討や、向丘
出張所の在り方検討との連携等の課題があります。早期
の効果発現に向けて引き続き取り組んで参ります。 

平日朝７時頃の向丘出張所付近の様子

こ
れ
ま
で
の
経
過

野川柿生線に新たなバスベイ設置

神木本町高架下に設置されたバスベイ 22

北部市場

鷺沼再開発
向ケ丘遊園

横浜地下鉄

取組報告



都市計画道路・横浜生田線 
水沢工区の状況について

　現在、平成２８年度策定の第２期川崎市道路整備プログラムに基づき、整備推進路線として令和３年
度完成を目指していましたが、横浜市側との調整が整っていない為、後期（令和４～７年）に移行され
ました。令和４年度は川崎市として約２千万円の予算を確保し、自主アセス（環境影響調査）を実施し
ています。年内に調査結果を取りまとめ、横浜市と共有し、開通に向け、協議を進めていきます。  
　引き続き、横浜市とより一層の連携を図り、早期の道路開通に向けて取り組んでいく方向性です。

議
会
質
問
と
経
過

【議会での質問実績】 
• 平成27年12月　第5回定例会にて開通に向けた取り組み状況を質問・要望 
　　　　　　　　　～　中略　～


• 令和5年6月　　第3回定例会にて開通に向けた取り組み状況を質問・要望

【開通に向けた市の取り組み状況】 
・平成27年度　第2期川崎市道路整備プログラム（平成33年度）開通路線として位置付け

・平成28～31年度　事業用地の買収に向けた準備等及び、横浜市との継続した調整

・令和元年度　事業用地すべての買収が完了し、工事に関する基本設計が完了 
・令和3年度　第2期川崎市道路整備プログラム後期にスライド（令和7年度開通目標）

聖マリアンナ

たまプラーザ

約100m区

浄水場通

今後の方向性について

・都市計画道路横浜生田線は、川崎市域の骨格を形成する重要な幹線道路である。
・川崎市は立地特性から、通過交通が多くの割合を占め、市民の行動圏も東京都心や横浜との結びつきが強い
・こうした中、横浜生田線は昭和47年から順次整備を進め、現在路線の約8割が完成している。
・川崎市宮前区と横浜市青葉区を結ぶ、都市計画道路稗原線と都市計画道路向ヶ丘遊園駅菅生線が開通し、県道横浜生田の
交通負担が軽減。引き続き、都市間連携のための都市計画道路横浜生田線の整備が必要である。

都市計画道路横浜生田線の位置付け
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菅生保育園

菅生小学校

子育て支援センターすがお

川崎市公立菅生保育園移転・
跡地活用について 

　令和７年１０月以降、移転した菅生保育園の跡地について、所管局であるこ
ども未来局としては、新たな保育所設置などの使い方は予定しておらず、ま
た、他の活用も想定されないことから、令和５年７月に全庁に向けた利活用調
査を実施したが、調査の結果、希望する部署がありませんでした。
　現在、新たな行政利用の実現可能性については、民間活力も視野に入れてス
キームに則って検討を進めていく事となっています。
　貴重な公共用地ですので、行政用途＆民間活力、最大限の検討をしていただ
きながら、地域に望まれる形で将来的な活用を求めて参ります。

議
会
質
問

【議会での質問実績】 
• 令和6年3月　　第1回定例会にて跡地活用に向けた質問・要望

【移転決定からの市の取り組み状況】 
・　跡地については、新たな行政利用の実現可能性の検討を進め、行政利用が見込まれない場合に
は、民間活力の活用可能性について検討を進める。

今後の方向性について

　宮前区初山にある川崎市公立保育園である「菅生保育園」については、この度、蔵敷にある地域子育て支援センターすが
おとの合築改修工事を行い、移転することが公表された。菅生保育園は、敷地が約1,400平米、鉄筋コンクリート造の地上2
階建ての延べ床面積が約630平米、定員が120名、昭和49年完成の築50年の建物となっている。これは、昨年のまちづくり
委員会で報告された「公共建築物の耐震対策」において、今後深度6強～7程度の大地震が発生した場合、「地震の震動及び
衝撃に対して、倒壊し、又は崩壊する危険性がある。」建物と判定をされた事に伴う移転である。

菅生保育園移転の経緯
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＜令和５年度＞議会等での役割

＜市議会＞ 
⬛総務委員会 委員  
⬛大都市税財政制度特別委員会 委員 

＜党市連＞ 
⬛政調会長代理

＜団体等＞ 
⬛市幼稚園父母の会連合会 会長 
⬛宮前区剣道連盟 理事 
⬛宮前区少年野球連盟 顧問 
⬛宮前区ゲートボール協会 顧問 
⬛県宅建協会川崎北支部 顧問 
⬛自衛隊募集相談員 顧問 
⬛市空調衛生工業会 顧問 
⬛川崎葬祭具協同組合 顧問 
⬛川崎市造園建設業協同組合 顧問

更新あり
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